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Abstract: 岐阜県には県域レベルで整備された大縮尺の空間データがある．「県域統合型 GIS」

は，この空間データを県と県内の全市町村が利用するためのシステムで（財）岐阜県建設研

究センターが管理運営している．当センターではシステム運用開始当初より，この空間デー

タを一定の品質確保をしつつ毎年更新しており，5 年を経過した．本研究ではこの間の地図精

度の向上をはじめとする空間データの品質確保の取組みについて発表する． 
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1. はじめに 

 岐阜県が全国に先駆けて県域統合型 GIS の運用

を開始してから 5 年が経過した．岐阜県の県域統合

型 GIS は，県と県内の 42 市町村が共同利用してお

り，また背景地図として利用されている岐阜県共有

空間データ（以下，共有空間データ）は共同で整備

更新を行っている．共有空間データの役割分担は都

市計画区域(S＝1/2,500)を各市町村，森林区域

（S=1/5,000）は岐阜県林政課，道路区域（県管理

道）（S＝1/1000）は岐阜県道路維持課でそれぞれ更

新される．共有空間データは毎年更新されており，

（財）岐阜県建設研究センター（以下，センター）

では，システムの管理運営を実施していると共に共

有空間データの品質向上における取り組みをいく

つか実施している．その 1つとして品質検証が挙げ

られる． 

品質の検証方法には，様々な要素があり JPGIS

（2009）でもこれらを規定しているが，公共測量成

果物の位置正確度の検定は，被検体を特定の範囲に

おいてあるいは特定の地物を対象に行われるのが

一般的である．この手法の場合，共有空間データの

ような複数の地図の接合や重ね合わせで地図調製

が行われている空間データの検定において，市町村

境界や同一地物間での位置ずれが生じる等の課題

が残る．そこで，この課題についてセンターで実施

している現地観測による位置正確度の品質評価方

法と比較し検証を行った． 

 

2.岐阜県共有空間データの品質検証 

図 1は，共有空間データが更新されるまでの流れ

である．その更新手順を以下に示す．
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図1 共有空間データの流れ  

① 各自治体がそれぞれ自分の管理区分について個

別に空間データの地図更新をおこなう． 

② 個別に更新された空間データの品質検証をセン

ターが実施する． 

③ 品質検証の完了した個別の空間データは翌年度

に岐阜県が集約し，県域で全体地図調整を行う． 

④ 全体地図調整後の共有空間データの品質検証を

センターで実施する． 

⑤ 検証後，センターが県域統合型 GIS の背景地図

を最新の共有空間データに更新し公開する． 

 センターが実施している品質検証は，JSGI 2.0

（2002）を基に作成された岐阜県共有空間データ品

質評価手順書（以下，手順書）に従い，完全性，論

理一貫性，位置正確度，主題正確度について実施し

ている．各要素の具体的な検査内容を表 1 に示す． 

品質要素 品質副要素 確認方法
漏れ
過剰

概念一貫性

定義域一貫性
フォーマット一貫
性位相一貫性

位置正確度
絶対位置正確
度

抜取り検査

整備面積の
5％に1箇所
以上若しくは
総数20箇所
以上

実測

分類の正確性
非定量的属性
の正確性
定量的属性の
正確性

表 1　品質要素と検査評価法

完全性

論理一貫性

主題正確度

150

全数

検査対象地物件数

150

抜取り検査

全数検査

抜取り検査

目視

プログラム検
査

目視

 

 共有空間データのような互いの更新データを接

合するハイブリット地図では，それぞれの更新主体

が更新したデータが均一な精度を保持していなけ

ればならない．特に位置精度が満たないデータは面

的な図化修正作業を原典資料に遡って行うため位

置正確度は最も重要な品質要素とも言える． 

3.位置正確度の検証方法 

渡邉（2010）によると，現在全国の公共測量成果

検定機関で実施されている位置正確度の検定方法

では，基準点の目視検査や成果簿の点検のみ実施，

若しくは位置正確度の検定は実施していない．また

実施されている検査範囲は，地図更新面積の 2～5％

程度で，この面積を図郭枚数で置き換えると 1枚か

ら多くても 3 枚程度であり地図全体の品質を保証

する訳ではない．さらに基準点の検査については地

図作成時にすでに真値が分かっているため，誤差が

生じ難いと推測できる． 

センターで品質検証を行う際には，測量計画機関

より更新された共有空間データの他に，原典資料と

して使用したデジタルオルソ画像（幾何補正された

正射投影画像）や DM データ等の提供を受ける．こ

れらの原典資料から無作為に抽出した検証点につ

いて，現地観測20箇所との照合結果を表2に示す．

検証点の誤差は標準偏差に入っているが，場所によ

ってはその距離が 2.34ｍと大きいことが分かる．

ではどのように位置正確度の品質評価を行ったら

よいか．

共有空間データ GPS観測結果

図2 位置ずれを起こしてるデータの例とGPSの据付状況

図１共有空間データ更新の流れ 



JPGIS（2009）では，

位置正確度の品質

評価について，満た

さなければならな

い要件を“より正確

度の高い参照データと点検データを比較”と記述し

ているが，検証点の真または真とみなす座標の取得

方法については明記していない． 

このため，センターでは岐阜県共有空間データ品

質評価手順書を策定し，その中で位置正確度の検証

方法として，現地観測により取得した座標値を用い

て検証を行うことを規定している． 

実際には，現地観測結果であっても真値が得られ

る訳ではないが，取得した結果は原典資料作成時の

図化誤差や検証時の読取誤差を含まないため，より

真値に近い値が得られる．ハイブリット地図である

共有空間データは，その数だけ原典資料が存在する．

そのため原典資料とは異なる方法で取得した位置

正確度の信頼性を担保できる外部データ（外部取得

値）が必要であり，現地観測こそが最も有効な手段

であると考えられる． 

またその観測方法としては“より正確度の高い参

照データ”を取得するために，GPS 測量機による現

地観測を行うこととしている．この手法では，地図

情報レベル 2500 の水平位置精度が 1.75m であるこ

とに対し，GPS 測量の水平位置誤差は数センチ程度

と非常に小

さいため正

確度が高い

データとの

比較である

と言える． 

次に手順

書では，観測箇所及び位置正確度の数値を具体的に

規定している．その内容について以下に示す．  

① 検証点は，作成範囲の 5％に 1 点以上か，総

数で 20 点以上の検証を行う． 

② 絶対位置正確度の判定は，表 4 に示す規定の

標準偏差にあること，標準偏差の 2 倍を半径

とする円外にある点数が検査数の 5％以内で

あることの条件を満たすことによって良とす

る． 

 S  A  B  C  D

※S～Dの分類は、整備する地物ごとに要求品質が規定されている。

位置正確度：現
地測量(絶対位
置：現地測量と
の比較）

 標準偏差が
0.25m以内且
つ、標準偏差
0.25m（目標
値）の2倍以
上にある地物
の頂点数は
全体の5%未
満

 標準偏差が
0.70m以内且
つ、標準偏差
0.70m（目標
値）の2倍以
上にある地物
の頂点数は
全体の5%未
満

 標準偏差が
1.75m以内且
つ、標準偏差
1.75m（目標
値）の2倍以
上にある地物
の頂点数は
全体の5%未
満

 標準偏差が
3.50m以内且
つ、標準偏差
3.50m（目標
値）の2倍以
上にある地物
の頂点数は
全体の5%未
満

 －

 品質要素
 品質要件による分類

 表４　位置正確度の要求品質指標分類

 

また，手順書には明記していないが，整備範囲全

体の品質を向上させるための工夫として，センタ

ーでは以下の取り組みを実施している． 

① 検証点は，予察データ用いてデータ更新箇所

より決定する． 

理由：加除訂正した箇所のみを対象とする． 

② 検証点は更新区域全域の中から，検定者が無

作為に抽出する．(図 3) 

理由：地図データの良否の偏りをなくす．

図3 都市計画部における検証点の配置  

 

③ 検証点は，骨格地物の中でも永久構造物に設

定し，その場所は原典資料からも更新データ

誤差の項目 距離（ｍ）

標準偏差許容値 1.750

標準偏差 0.620

最大誤差 2.340

最小誤差 0.248

表2　C市における絶対位置正確度の
評価結果　【対象観測点20件】

1級GPS観測機

水平：3mm+0.5ppm×D

鉛直：5mm+0.5ppm×D

水平：10mm+1.0ppm×D

鉛直：15mm+1.0ppm×D

DGPS 0.5m以内

D：測定距離

A社

RTK

測位精度 スタティック
短縮スタティック

国土地理院　測量機種登録

表3　観測に用いる測量機の主な諸元

▲検証点 



からも判読できるようにする． 

理由：検証点を明確にすることで，その他の

様々な原典資料との比較が可能となる． 

 

4. 現地観測による絶対正確度と地図精度 

次にこの手法で整備された共有空間データにつ

いて検証を行った．図 4 は，岐阜県のＡ市とＢ市の

過去 5年間における位置正確度の検定結果から GPS

観測データと共有空間データ上の検証点との距離

（誤差）の標準偏差を比較したものである． 

H18 H19 H20 H21 H22

A市 0.983 0.922 0.755 0.544 0.543

B市 1.054 1.218 0.969 0.622 0.352

0.00
0.20
0.40
0.60
0.80
1.00
1.20
1.40
1.60
1.80
2.00

標
準

偏
差

5年間の検証点における位置誤差の標準偏差の変化

標準偏差許容値 1.75

 
 

グラフに示す通り，その標準偏差は年々減少してい

る．これは，地図精度が向上していること示す．ま

た規定の標準偏差を満たしているだけでなく，高い

レベルで品質が確保できていると言える． 

次に，Ａ市，Ｂ市との境界付近の実際の共有空間デ

ータを図 5 に示す．道路，家屋，河川等いずれも，

位置ずれを起こすことなく接合されているのが分

かる．検証の結果，絶対正確度を現地観測で得た座

標値を用いて，地図データと比較する方法は，一定

の品質を保つだけでなく，測量作業機関への観測デ

ータの提供によって，更新を重ねるたびに位置精度

が向上していることがわかる．これによりセンター

が実施している検査方法は地図精度の向上に大き

く貢献していると判断できる． 

黒の一点鎖線が市町村界　右側がA市、左側がB市 　C　岐阜県

図5　岐阜県共有空間データ  

5. おわりに 

センターで実施している品質検証以外にも有効な

位置正確度の評価方法があると思われる．現在，

山間部においてはスタティック測量で観測してい

るが，検証点 1件につき 1.5～2.0 時間を要し，機

材も 2 組必要であり，検定手法としては経済的で

はない．そのような地域において現地観測とは別

の手法で精度の高い外部取得値を得る方法を検討

していく必要がある． 

最後に，県域統合型 GIS はインターネットでも

公開しており，誰でも共有空間データを閲覧する

ことができる．高い品質を誇る基本地図（共有空

間データ）と県、市町村が整備しているマップを

お時間のある方は一度覗いていただきたい． 

【県域統合型 GIS ぎふ】 

 http://www.gis.pref.gifu.jp/  
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図 4 標準偏差値の変化 
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